
中
種
足
地

内
・
市
道
騎

２
１
５
２
号

線
の
見
沼
代

用
水
に
架
か

る
新
種
足
橋

は
、
種
足
小

学
校
と
騎
西

中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の

通
学
路
に
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
橋
の
幅
員
は
４

㍍
と
大
変
狭
い
上
、
通
学
時
間

帯
に
は
１
０
０
台
を
越
え
る
車

両
が
往
来
し
ま
す
。
加
須
警
察

署
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
こ
の
３

年
間
で
交
通
事
故
が
６
件
（
人

身
２
，
物
損
４
）
、
今
年
に
な
っ

て
死
亡
事
故
を
含
む
人
身
事
故

が
３
件
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の

安
全
対
策
は
、
喫
緊
か
つ
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
区
長
会
は
、
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
市
に
「
新
種

足
橋
・
歩
道
橋
設
置
を
求
め
る

要
望
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は

じ
め
地
域
で
活
動
す
る
各
種
団

体
に
賛
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

取
り
組
み
は
、
10
月
中
旬
～

下
旬
ま
で
の
わ
ず
か
約
10
日
間

で
し
た
が
、
60
団
体
・
４
６
８

名
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
区
長
会
・
幼
小
中

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
・
学
校
応
援
団
・
交

通
指
導
員
・
交
通
安
全
母
の
会
・

学
童
父
母
会
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
・

人
権
擁
護
委
員
・
遺
族
会
・
身

障
福
祉
会
・
体
育
協
会
・
Ｒ
Ｃ

連
合
会
・
防
犯
推
進
委
員
会
・

梨
組
合
・
い
ち
じ
く
組
合
・
消

防
団
第
12
分
団
の
21
団
体
の
他
、

各
区
の
自
治
会
・
子
ど
も
会
・

農
家
組
合
な
ど
39
団
体
で
す
。

当
区
長
会
は
30
日
、
市
長
に

要
望
書
を
提
出
。
懇
談
で
は
、

ま
ず
野
﨑
会
長
が
署
名
の
趣
旨

と
賛
同
団
体
に
つ
い
て
説
明
し
、

歩
道
橋
の
設
置
を
強
く
要
望
。

続
い
て
地
元
区
長
等
が
、
頻
発

す
る
事
故
に
つ
い
て
報
告
し
、

子
ど
も
の
安
全
対
策
を
重
ね
て

要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
さ

え
き
議
員

は
、
「
短

期
間
で
60

団
体
約
５

０
０
署
名

―
こ
れ
は
種
足
地
域
全
体
の
声

で
す
。
特
段
の
御
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

署
名
を
受
け
取
っ
た
大
橋
市

長
は
、
「
た
く
さ
ん
の
署
名
で

す
ね
。
種
足
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
を
良
く
し
た
い
と
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
今
後

検
討
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

先
月
30
日
、
種
足
区
長
会
（
全
12
区
・
野
﨑
輝
彦
会
長
）
は
市
役
所
内

の
市
長
室
を
訪
れ
、
大
橋
良
一
市
長
に
会
い
、
「
新
種
足
橋
・
歩
道
橋
設

置
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

当
区
長
会
か
ら
野
﨑
会
長
は
じ
め
役
員
及
び
地
元
区
長
の
計
４
人
が
出

席
。
地
元
市
議
会
議
員
の
さ
え
き
由
恵
議
員
が
同
席
し
ま
し
た
。



小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
に

エ
ア
コ
ン
が
無
い
の
は
加
須

市
だ
け
で
す
。
さ
え
き
議
員

は
市
議
会
で
設
置
を
繰
り
返

し
求
め
て
い
ま
す
。

設
置
に
要
す
る
経
費
は
約

９
億
円
で
す
。
市
は
、
財
政

調
整
・
市
債
管
理
・
公
共
施

設
再
整
備
な
ど
、
基
金
残
高

が
１
１
７
億
円
（
今
年
３
月
）

に
の
ぼ
り
ま
す
。
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
十
分
可
能
で

す
。
実
現
に
力
尽
く
し
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
新
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
保

育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の

子
育
て
基
盤
を
質
・
量

と
も
に
拡
充
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

さ
え
き
議
員
は
騎
西

地
域
の
２
園
の
公
立
幼

稚
園
つ
い
て
、
保
護
者

の
声
を
聞
い
て
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
よ
う
提
案

し
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
（
騎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

の
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
、

利
用
者
か
ら
改
修
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
え
き
議
員
は
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
て
速

や
か
な
改
修
を
要
望
。

現
在
、
市
は
改
修
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

市
民
が
快
適
に
利
用

で
き
る
の
も
間
近
で
す
。

「
市
政
の
主
体
者
は
市
民
で
す
」
―
市
民
の
声
に
基
づ

い
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、
加
須
市
の
仕

事
で
す
。

さ
え
き
由
恵
議
員
は
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
政

に
届
け
て
住
み
よ
い
ま
ち
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

加
須
市
に
は
、
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

が
３
７
４
人
い
ま
す
（
今
年
７
月
）
。
半
年
で

１
７
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
１

８
０
床
が
増
床
さ
れ
ま
す
が
、
市
内
の
入
所
は

最
大
で
１
４
０
人
余
り
。
依
然
と
し
て
２
３
０

人
が
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
制
度
は
３
年
に
一
度
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
来
年
４
月
か

ら
始
ま
る
第
６
期
計
画
。

共
産
党
議
員
団
は
特
養

ホ
ー
ム
の
増
床
を
行
い
、

待
機
者
ゼ
ロ
を
提
案
。

市
長
は
検
討
を
約
束
。

さ
え
き
議
員
の
も

と
に
は
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
様
々
な
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
当
に
嬉
し

い
こ
と
で
す
。

さ
え
き
議
員
は
、

市
民
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
や
側
溝
の
整
備
、

交
通
安
全
対
策
、
土
地
利
用
な
ど
一
つ
一
つ

実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

貧
困
と
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
市
内

の
納
税
者
の
４
割
は
、
所
得
１
０
０
万
円
以

下
で
す
。
消
費
税
８
％
と
社
会
保
障
の
改
悪

で
、
市
民
に
34
億
円
の

負
担
増
が
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
仕
事

は
「
住
民
福
祉
の
増
進
」

（
地
方
自
治
法
）
。

日
本
共
産
党
議
員
団

は
、
１
０
０
億
円
の
税
金
を
投
入
し
て
進
め

て
い
る
大
利
根
地
域
の
開
発
は
見
直
し
、
ム

ダ
遣
い
の
同
和
事
業
は
廃
止
し
、
福
祉
・
暮

ら
し
に
使
う
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。


